(別添様式１- １)
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名:情報科学芸術大学院大学　学生指導費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　商工労働部　情報科学芸術大学院大学　教務担当　電話番号：0584-75-6600（内107）

E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,451千円（前年度予算額：1,470千円）

	事業内容


	１　事業の内容


学生のキャリア形成を支援するための、進路指導、キャリア教育を行うとともに、学校保健法の規定に従い、定期健康診断及び環境衛生検査を行い、教育の円滑な実施とその成果の確保を図り、保健室を整備し、定期健康診断・カウンセリング及び環境衛生検査等を行うことにより、学生の健康保持増進を図る。
	２　所要経費


○就職指導　  710千円　
○入学試験　  136千円
○保健衛生　1,605千円
　　　報償費（進路説明会・学校指定医・学生カウンセラー等）　1,424千円

旅費（進路説明会・学生カウンセラー等）　　費用弁償　　　274千円

業務旅費　　　276千円

需用費（消耗品費・救急医療薬品等）　　　　　　　　　　　208千円

       (印刷製本費・証書等)　　　　　　　　　　　　　　　39千円

役務費（通信運搬費・郵送料）　　　　　　　　　　　　　　 50千円

（手数料・学生健康診断）　                        180千円

	　　　　　これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり
・地域で働く意欲を持つ若者を育てる

・若者の就業を支援する

・高い価値を生み出す産業人材を育成する

	２　これまでの取組状況


ＩＡＭＡＳ卒業生の、県内企業等への就職状況については、地方にあるこの種の学校としては、その成果が評価されてもよいといえるが、今後、更に県経済への貢献が求められているところである。そのため、Ｈ１７年度より毎年ソフトピアジャパンのベンチャー起業支援担当者を講師として招き、インキュベーション入居方法、起業のための諸制度の利用方法等を学生に対して説明する講座を開催し、ソフトピアジャパンとの連携の強化及び学生のソフトピアジャパンへの入居促進を図っている（１回／年）。就職率の向上を図るため、入学時から計画的に進路活動を行うよう進路指導を行っており、また、県内定着率の向上を図るため、県内求人の開拓等の取り組みを行っている。
	 ３　これまでの取組に対する評価


　進路説明会、企業説明会等を開催し、多くの学生に就職に対する意識を根付かせることができた。また、企業説明会後、インターンシップに行き、就職できた学生もいた。引き続き、進路説明会等を開催、また、教員の学校訪問広報により、当校を広く周知してもらい、受験者の増加、在校生の就職先決定率増加を目指し、実施していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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